
学校の屋上にふと目をやると、可愛い横断

幕が見えました。「きらり！うしろじスマイ

ル宣言 笑顔とあいさつ後地小」の文字と星

のようなキャラクターが…。後地小学校 石出校長先生にお話を

伺いました。

≪このキャラクターは「キラりん」という名前です。

後地小学校では、いじめ根絶のために「笑顔とあいさつ 後地

スマイル宣言」を作りました。その後、この宣言にふさわしいキャ

ラクターを作ろうということになり、多くの児童が考えた中から

選ばれたのが、この「キラりん」です。

笑顔とあいさつで、みんなが星のように輝き、はばたくことを

願っています。そして、大切なのは頭にあるアンテナです。周り

の様子、友達の気持ちをしっかりと受け止めて、自分だけでなく、

人の事も考えられるようになろうという願いが込められています。

後地小では、「キラりん」をシンボルキャラクターとして、笑

顔とあいさつでみんなが仲の良い学校を目指し、「あいさつ運動」

に取り組んでいます。この運動を校内だけでなく地域の皆さんに

も広めていこうと、屋上に横断幕を掲げたのです。≫

あいさつは言葉の握手(金の星社「あいさつ」より)とか、元気

なあいさつが交じわされ

る町でありたいですね。

私
は
、
荏
原
区
民
セ
ン
タ
ー
の
図
書
館
に
本

を
借
り
に
参
り
ま
し
た
。
そ
の
帰
り
の
こ
と
で

す
。
小
山
小
学
校
の
前
ま
で
来
た
ら
、
腰
が
痛

く
な
り
、
小
学
校
の
前
の
ア
ジ
サ
イ
の
花
を
見

な
が
ら
腰
を
掛
け
て
休
ん
で
い
ま
し
た
。
す
る

と
、
ス
タ
ス
タ
と
通
り
す
ぎ
た
若
い
女
性
が
小

走
り
に
戻
っ
て
み
え
て
、
「
お
疲
れ
で
す
か
？

飴
で
も
食
べ
て
く
だ
さ
い
」
と
飴
を
く
だ
さ
っ

た
の
で
す
。

そ
し
て
、
こ
ち
ら
の
方
が
日
陰
で
涼
し
い
で

す
よ
と
教
え
て
く
だ
さ
り
、
笑
い
な
が
ら
行
か

れ
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

日
陰
の
方
に
移
り
、
飴
を
お
い
し
く
頂
き
ま

し
た
。
と
て
も
優
し
い
娘
さ
ん
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。
親
御
さ
ん
の
お
躾
の
よ
さ
を
し
み
じ
み

思
い
ま
し
た
。

お
名
前
も
知
り
ま
せ
ん
が
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
紙
面
を
借
り
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

(

小
山
４
丁
目

久
我

も
ゝ
よ)

本
紙
「
ま
ち
か
ど
」
は
、
本
年
よ
り
２
年

間
、
各
町
会
の
次
の
広
報
委
員
に
よ
っ
て
企

画
・
編
集
・
制
作
さ
れ
て
い
ま
す
。
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７
月
４
日(

月)

、
三
谷
八
幡
神
社
前
で
バ

ス
に
乗
車
。
石
井
規
之
総
代
会
長
は
じ
め
、

20
名
が
参
加
。
８
時
出
発
。
五
反
田
か
ら
山

手
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
、
東
名
高
速
に
入
っ
た
。

途
中
二
ヶ
所
で
ト
イ
レ
休
憩
を
し
た
が
、

順
調
に
進
み
、
10
時
15
分
頃
に
は
、
箱
根
芦

ノ
湖
の
湖
尻
港
に
到
着
し
た
。
車
中
で
神
社

の
白
い
半
天
を
着
込
み
、
額
に
朱
い
日
の
丸

と
大
祓
の
文
字
が
入
っ
た
手
拭
い
を
巻
き
、

そ
の
真
ん
中
に
“
お
祓
い
串
”
な
る
も
の
を

差
し
、
下
車
し
た
。
他
の
神
社
の
氏
子
衆
も

同
様
の
格
好
で
三
々
五
々
集
ま
っ
て
き
た
。

10
時
40
分
頃
、
大
型
の
遊
覧
船
が
到
着
し
、

皆
が
乗
り
込
ん
だ
。
約
４
０
０
名
が
そ
れ
ぞ

れ
自
由
に
席
に
つ
い
た
。
私
は
３
階
に
あ
る

外
の
甲
板
の
最
前
列
に
、
総
代
の
飯
塚
さ
ん
、

野
田
さ
ん
と
共
に
陣
取
っ
た
。
そ
し
て
、
舳へ

先
に
三
谷
八
幡
神
社
の
紫
の
旗
を
掲
げ
た
。

さ
き

湖
を
囲
む
緑
の
山
々
の
向
こ
う
に
う
っ
す

ら
と
雲
を
か
ぶ
っ
た
富
士
山
が
覗
く
。
湖
面

を
渡
る
風
も
心
地
よ
い
。

船
が
箱
根
神
社
の
鳥
居
に
近
づ
く
と
、
そ

こ
か
ら
宮
司
が
歓
迎
の
お
祓
い
を
し
て
く
れ

た
。
し
ば
ら
く
進
む
と
湖
岸
か
ら
長
く
延
び

た
船
着
場
の
中
央
に
設
え
た
式
典
会
場
近
く

し
つ

に
停
泊
し
た
。

い
よ
い
よ
62
回

目
の
形
代
流
し
儀

式
が
始
ま
る
。
挨

拶
の
あ
と
、
当
番

の
戸
越
八
幡
神
社

宮
司
を
中
心
に
７

～
８
名
の
宮
司
と

共
に
、

我
々

も

「
大
祓
詩
」
と
い

う
祝
詞
を
斉
唱
し

の
り

と

た
。そ

の
あ
と
、
い
く
つ
か
の
儀
式
が
あ
っ
た

が
、
最
後
に
地
元
の
皆
さ
ん
か
ら
預
か
っ
た

形
代
を
入
れ
た
大
き
な
太
い
藁
の
包
み
を
湖

面
に
流
し
、
い
よ
い
よ
形
代
流
し
が
始
ま
っ

た
。
半
年
間
の
穢
れ
を
落
と
し
、
清
浄
な
心

身
で
新
た
な
半
年
に
向
か
う
。
併
せ
て
無
病

息
災
を
祈
念
す
る
と
の
神
事
が
厳
か
に
行
わ

れ
た
。
私
も
町
会
各
家
を
祈
念
し
た
。

千
年
以
上
も
続
く
と
い
う
日
本
の
伝
統
儀

式
に
触
れ
、
爽
や
か
な
感
動
を
覚
え
た
。
そ

し
て
、
ふ
と
若
か
り
し
頃
、
胸
に
響
い
た
一

句
を
思
い
出
し
た
。

「
目
に
見
え
ぬ

神
に
向
い
て
恥
ざ
る
は

人
の
心
の
誠
な
り
け
り
」
と
。

秋に赤い実を付ける樹はたくさ

んある中で、紫色の雅な果実を付

けるのはムラサキシキブ、公園や

庭に植えられているのはコムラサ

キ(左記写真)です。

初夏に薄紫色の花を咲かせ、秋

に垂れた枝に紫色の果実を付け、

艶のある鮮やかな紫の実を鑑賞す

る植物です。

ムラサキシキブとコムラサキは

似ていますが、ムラサキシキブは、

実が葉の付け根辺りにまばらにでき、枝が直立に(２～３

ｍ)になります。原産は日本、中国、台湾、朝鮮半島に分

布しており、名前の由来は平安時代の古典文学「源氏物

語」の作者 紫式部にあやかって付けたとされています

が、定かではありません。花言葉は、「聡明・上品・愛

され上手・知性・賢さ」です。

コムラサキは、実が葉の付け根より少し離れた場所に、

弓のように枝をしならせ、実をびっしりと付けます。背

丈は１．５ｍほどで、シロシキブという白い実を付ける

種もあります。

荏原第一管内では、コムラサキを清水湯付近で見るこ

とができますので、是非探してみてください。

(小山２丁目東部町会 山内 静子)

ムラサキシキブ・コムラサキ

スマイル宣言 キラりんと共に…

(小山1丁目町会

河原 マサ江)

花 め ぐ り

「
大
祓
、
形
代
流
し
」
に
参
加
し
て

町
で
見
つ
け
た

ち
ょ
っ
と
い
い
話

平
成
28
年
度

「
ま
ち
か
ど
」
広
報
委
員

小
山
台
１
丁
目

谷
内

真
紀
子

小
山
台
１
丁
目
東

川
崎

喬
子

小
山
台
２
丁
目

木
村

美
智
代

小
山
１
丁
目

河
原

マ
サ
江

小
山
２
丁
目
東
部

山
内

静
子

小
山
２
丁
目
西
部

髙
橋

元
嘉

小
山
３
丁
目

柿
沼

恵
子

小
山
４
丁
目

藤
田

潔

小
山
５
丁
目

石
井

恒
男

荏
原
１
丁
目

吉
田

健
治

荏
原
２
丁
目

伊
藤

茂
実

荏
原
３
丁
目

原

京
子

荏
原
４
丁
目

池
田

美
貴
子

中
原
共
和

青
木

富
代

(

荏
原
四
丁
目
町
会

大
高
一
浩)


